
旋ᚊ䛾定㔞化䛻䜘䜛䝫䝢ュ䝷䞊音楽䛾時代変化䛾ศ析

研究動機

篠田先生䛾授業䛷物事䜢統計的䛻ศ析䛩䜛䛣䛸䛻興味䜢持䛳䛯䚹

普段䛛䜙音楽䛸数䛻䛿強い関連性䛜あ䜛䛸感䛨䛶䛚䜚䚸自ศ䛾好䛝䛺邦

楽䛻䛴い䛶䚸旋ᚊ構造䜢定㔞化䛩䜛䛣䛸䛷時代䛻伴う変化䜢統計的䛻ศ

析䛷䛝䜛䛾䛷䛿䛺い䛛䛸考え䛯䚹先行研究䜢調査䛧䛯䛸䛣䜝䚸䜽䝷䝅ッ䜽音

楽䛻䛴い䛶音程䜢䜒䛸䛻時代変化䜢ศ析䛧䛶い䜛䜒䛾䜢発見䚸䛣䛾研究手

法䜢参考䛻研究䜢進䜑䜛䛣䛸䛸䛧䛯䚹

研究手法

A 音程出現率䛾算出

䞉以ୗ䛾䜘う䛻䚸約20ᖺ䛚䛝䛻䜸䝸䝁ン䛾䝷ンキン䜾ୖ位䠏曲䜢選択䛧䚸䛭

䜜䛮䜜䛾曲䛻䛴い䛶䝕䞊䝍䜢㞟計䛩䜛䚹

1980ᖺ 䜸䝸䝁ン䝅ン䜾䝹䝏ャ䞊䝖

䠍位䛂䝎ン䝅ン䜾䞉䜸䞊䝹䝘イ䝖䛃䠄䜒䜣䛯＆䝤䝷䝄䞊䝈䠅･･･䞉䞉(1)

䠎位䛂異邦人䛃䠄久保田早紀䠅･････････････････････････････(2)

䠏位䛂大都会䛃䠄䜽䝸䝇䝍䝹キン䜾䠅 ･･･････････････････････䞉(3)

2000ᖺ 䜸䝸䝁ン䝅ン䜾䝹䝏ャ䞊䝖

䠍位䛂TSUNAMI䛃䠄䝃䝄ン䜸䞊䝹䝇䝍䞊䝈䠅････････････････ (4)

䠎位䛂桜坂䛃䠄福山㞞治䠅･････････････････････････････････ (5)

䠏位䛂Wait＆See～䝸䝇䜽～䛃䠄宇多田䝠䜹䝹䠅 ･･････････････(6)

2019ᖺ 䜸䝸䝁ン䝇䝖䝸䞊䝭ン䜾䝷ンキン䜾

䠍位䛂Pretender䛃䠄Official髭男dism䠅･･･････････････････････(7)

䠎位䛂䝬䝸䞊䝂䞊䝹䝗䛃䠄あい䜏䜗䜣䠅 ･･････････････････････䞉(8)

䠏位䛂白日䛃䠄King Gnu䠅･･････････････････････････････････䞉(9)

䞉評価対象䛿䛭䜜䛮䜜䛾曲䛾䝃䝡一回ศ䛸䛩䜛䚹

䞉旋ᚊ䛾区ษ䜚䛿器楽䛾原則䛻従い䚸自然䛺呼吸䛷区ษ䜛䛸䛩䜛䚹

䞉旋ᚊ䛾中䛷䛾音高䛾定㔞化䚸䝕䞊䝍㞟計䛻䛴い䛶䛿以ୗ䛻従う䚹

䐟あ䜛一䛴䛾旋ᚊ䜢䚸音䛾長䛥䜢無視䛧䛶各音䛜均一䛻並䜣䛰䜒䛾䛸䜏

䛺䛩䚹

䐠構成音䜢12ᖹ均ᚊ䛻近似䛥䛫䛯数値䛻変換䛩䜛䚹

䐡継起䛩䜛䠎音間䛾音程䜢䐠䛷変換䛥䜜䛯数値䛾差䚸䛩䛺わ䛱半音何個

䛻相当䛩䜛䛛䛻䜘䛳䛶表現䛩䜛䚹䜎䛯䚸ୖ行䛿正䠄+䠅䚸ୗ行䛿負䠄-䠅䛷表

示䛩䜛䚹

䐢䝟䝍䞊ン䛤䛸䛻出現回数䜢数え䚸割合䜢算出䛩䜛䚹䜎䛯䚸出現頻度䛾多

い䜒䛾䛛䜙順䛻表䛻䜎䛸䜑䚸䜾䝷䝣䜢作成䛩䜛䚹

B 䜽䝷䝇䝍䞊ศ析

䞉䜎䛪䚸A䛷手䛻入䜜䛯䝕䞊䝍䛻䛴い䛶䚸曲݅䛸曲݆䛾2曲間䛾距離�[݅, ݆]䜢
䠄音程䛤䛸䛾割合䛾差䠅

ଶ
䛾総和䛸䛧䛶定義䛩䜛䚹

䐟求䜑䛯距離䜢䜒䛸䛻階層䜽䝷䝇䝍䝸ン䜾䠄ウ䜷䞊䝗法䠅䜢用い䛶樹形図䜢

作成䚸3䛴䛾䜽䝷䝇䝍䞊䛻ศ䛡䛯䜒䛾䜢䜒䛸䛾ᖺ代䛤䛸䛾ศ類䛸比較䛩䜛䚹

䠄䜽䝷䝇䝍䝸ン䜾䛻䛿䚸統計ศ析䛻秀䛷䛯䝥䝻䜾䝷䝭ン䜾言語䛂R䛃䜢使用䛩

䜛䚹䠅

䐠ᖹ面ୖ䛻䚸各曲䛾点配置ሺܽ ݅ , ܾ ݅ ሻ䜢実際䛾距離䛸䛾誤差䛾総和
෍ଵ≤௜≤௝≤9ሺ ܽ ݅ − ܽ ݆ ଶ + ܾ ݅ − ܾ ݆ ଶ − �[݅, ݆]ଶ

䛜最ᑠ䛸䛺䜛䜘う䛻䚸計算ソ䝣䝖Mathematica䜢用い䛶定䜑䛯䚹䛯䛰䛧䚸ܽ ͳ + ܽ ʹ + ⋯+ ܽ 9 = ܾ ͳ + ܾ ʹ + ⋯+ ܾ 9 = Ͳ䛸䛧䛶㔜心䛜原点
䛻䛺䜛䜘う䛻䛧䛶い䜛䚹

得䜙䜜䛯点䜢ܾܽᖹ面ୖ䛻図示䛧䚸䜽䝷䝇䝍䞊䛻ศ䛡䜛䚹

結果

ᖺ代別䠎音間䛾音程出現率

䠎音間䛾音程出現率䛾推移

1980年 2000年 2019年

5ᖺ●● 指ᑟ教員 ●●

(0,2,-2除く)

考察

䞉現代䛻近䛵䛟䛻䛴䜜䛶音程䛻䛚䛡䜛䠌䛾割合䛜少䛺䛟䛺䜚䚸཯対䛻䠎や正䛾

値自体䛾割合䛜増え䛯䛣䛸䛛䜙時代䛜進䜐䛤䛸䛻ୖ昇形䛾旋ᚊ䛻変化䛧䛶い

䜛䛸いえ䜛䚹

䞉䜘䜚音程䛾䝟䝍䞊ン䛜増え䛯䛣䛸䛛䜙旋ᚊ䛾構造や䝟䝍䞊ン䛜多様化䚸複雑

化䛧䛶い䜛䛸いえ䜛䚹

䞉䜽䝷䝇䝍䞊ศ析䛾結果䚸䝎ン䝅ン䜾䞉䜸䞊䝹䝘イ䝖䛸異邦人䛜䛭䜜䛮䜜一䛴䛪

䛴䛾䜽䝷䝇䝍䞊䛻䚸ᚋ䛿䛩べ䛶ྠ䛨䜽䝷䝇䝍䞊䛻ศ類䛥䜜䛯䚹

䛣䛾䛣䛸䛸樹形図䛛䜙䜒䚸1980ᖺ～2000ᖺ䛾変化䛻対䛧2000ᖺ～2019ᖺ䛾変

化䛿ᑠ䛥い䛸いえ䜛䚹

課題䛸௒ᚋ䛾展望

䞉௒回䚸䜽䝷䝇䝍䝸ン䜾結果䛻偏䜚䛜出䛯䛾䛻䛿䝃ン䝥䝹䛜少䛺䛩䛞䛯䛣䛸䜒関

係䛧䛶い䜛䛸感䛨䜛䚹正確䛻傾向䜢知䜛䛯䜑䛻䛿௒ᚋ䜘䜚多䛟䛾䝃ン䝥䝸ン䜾

䛜必要䛷あ䜛䚹

䞉他䛻旋ᚊ䛾構造䜢把握䛩䜛手段䛸䛧䛶䚸音種䛭䛾䜒䛾や䝸䝈䝮䝟䝍䞊ン䛾ศ

析䛺䛹䛜考え䜙䜜䜛䚹

䞉௒回䛿3音間䛾音程䝕䞊䝍䜢䛸䛳䛯䜒䛾䛾使わ䛺䛛䛳䛯䛜䚸将来的䛻䛿3音

間䛾䝕䞊䝍䜢深䛟考察䛩䜛䛣䛸䜒考え䜙䜜䜛䚹
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題ྡ 䝎ン䝅ン䜾 異邦人 大都会 TSUNAMI 桜坂 Wait&See Pretender
䝬䝸䞊䝂䞊

䝹䝗

白日

-7 0 0 0 0 0 0 0 0.0194 0.0361

-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0

-5 0 0 0 0 0.0645 0.0215 0.0571 0.0485 0.1205

-4 0.0513 0.04 0.069 0.0274 0.0645 0.0108 0.0286 0 0.0241

-3 0 0.16 0 0.0274 0.0323 0.0538 0 0.0388 0

-2 0.1282 0.32 0.2069 0.2877 0.1935 0.2581 0.219 0.1845 0.1928

-1 0.1282 0.08 0.0345 0.0548 0.0968 0.0538 0.0381 0.0971 0.0602

0 0.5897 0 0.3793 0.1918 0.3226 0.2258 0.1619 0.2524 0.1807

1 0.0769 0.16 0 0.0685 0.0323 0.043 0.0476 0.0971 0.0241

2 0.0256 0.16 0.2414 0.2192 0.129 0.172 0.3143 0.165 0.1687

3 0 0.04 0 0.0274 0 0.0753 0.0571 0.0583 0.0241

4 0 0 0 0.0411 0 0.0323 0 0.0194 0.0241

5 0 0 0 0.0274 0.0645 0.0323 0.0095 0.0097 0.0964

6 0 0 0 0.0137 0 0.0108 0.0095 0 0

7 0 0 0 0.0137 0 0.0108 0.0381 0 0

8 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 0 0 0.069 0 0 0 0.0095 0.0097 0.0241

10 0 0.04 0 0 0 0 0 0 0.0241

11 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 0 0 0.0095 0 0

ᖺ代 1980 1980 1980 2000 2000 2000 2019 2019 2019

13 18 20    23    22 22        22   22     20 20       20   20    18 18        18    22  20 22 20 18 

+5 +2 +3     -1   0                0      -2    0               0     -2    0               +4    -2  +2  -2  -2  

䠄12ᖹ均ᚊ䛻近似䛥䛫䛯値䠅

䠄䝕䞊䝍཰㞟䛾例䠅

䠄曲䛤䛸䛾音程出現率䠅


